
　　　 【4】学校や先生などへのおもな要望

  ◆生徒対象　学校や友だち、自分の学校生活を考えるアンケート集計結果（回答数４２２）

59 30 8 2 0 
全

体

あてはまる どちらかと言えば、あてはまる

どちらかと言えば、あてはまらない あてはまらない

無回答

(1)学校生活は全般的に楽しく、喜んで学校へ通っている。（A+B=89%）

【1】学校生活について

佐保田の丘
奈良教育大学附属中学校

学校通信 第１号（通算４３号）

２０１９（平成３１）年３月 日

66 26 6 2 0 
全

体

(3)仲間と協力し、仲良く楽しい学校生活を送っている。（A+B=92%）

59 32 9 1 0 
全

体

(6)学校行事には積極的に参加している。（A+B=91%）

42 36 17 5 0 
全

体

(7)生徒会活動には意欲的に取り組んでいる。（A+B=78%）

60 20 9 4 6 
全

体

(8)部活動には積極的に参加している。（無所属は無回答に含む）（A+B=80%）

34 44 17 4 1 
全

体

(9)学校の施設や設備は安全で、満足できるものである。（A+B=78%）

44 46 8 1 0 
全

体

(1)先生は、内容や方法に工夫して、わかりやすい授業をしてくれている。（A+B=90%）

【2】授業の様子や先生について

42 42 14 2 0 
全

体

(2)先生は、一人一人を大切にした指導を心がけてくれている。（A+B=84%）

44 44 10 2 0 

(3)日々の授業内容を理解するために、意欲的に学習に取り組んでいる。（A+B=88%）

48 34 13 5 0 

(4)教科の課題や提出物を遅れずに出している>。（A+B=82%）

31 43 22 5 0 

(5)授業には真剣に取り組み、積極的に自分の意見を発表している。（A+B=74%）

28 43 20 5 4 

(6)定期考査前には計画を立て、しっかりと準備をしてテストを受けている。（A+B=71%）

29 45 16 6 5 

(7)定期考査の問題は、その分量や難易度が適正なものになっている。（A+B=74%）

43 44 10 2 1 

(8)先生は、自分の学力や行動に対し、適切な評価をおこなってくれる。（A+B=87%）

48 40 10 2 0 

(9)先生は、学年や学級の行事で積極的に生徒と関わり、指導してくれる。（A+B=88%）

44 40 11 4 1 

(10)先生は、生徒の願いや相談に、ていねいに対応してくれる。（A+B=84%）

45 35 13 6 0 

(1)学校生活でのできごとや様子を、お家の方に話したり、よく話題にする。（A+B=80%）

【3】家庭での様子について

25 36 31 8 0 

(2)家庭では、授業の宿題や予習、復習などをほとんど毎日やっている。（A+B=61%）

51 32 13 4 0 

(3)起床や就寝、食事、家庭学習などの基本的な生活習慣ができている。（A+B=83%）

38 45 13 5 0 
全

体

(2)自分で考えた目標をもって学校生活を過ごしている。（A+B=83%）

59 36 4 1 1 
全

体

(4)学校生活に必要な約束やきまりを守り、規律ある生活を送っている。（A+B=95%）

43 44 12 2 0 
全

体

(5)各教科の学習内容を理解し、基礎的な学力を身につけている。（A+B=87%）

【３年生】

・テストを公立中学校のテストと同じぐらいの難易度に

設定して作ってほしい。

・行事が多すぎると思う。

・先生方は一人一人ちゃんと見てくれていると思う。

・訓練は予告方式でなく、抜き打ちでした方が良い。

・実技教科で、ペーパーテストの評価比率を上げてほ

しい。

【１年生】

・部活動の時間をもっと長くして欲しい。

・テストをもっと簡単にして欲しい。

・たまに補習などを自由参加で開いてもらえるとう

れしい。

・とても良い学校だと思う。

・トイレをもっと、きれいにしてほしい。

・校内に自動販売機を設置して欲しい。

【２年生】

・テストの問題が難しい。

・これからも、今までのように丁寧に対応してほしい。

・スマホを持ってきてよいにしてほしい。

・男子のセーターのみ着用（学ランなしＯＫ）を認めてほし

い。

・スマホの規制をもっと厳しくした方が良い。

・校内の段差を少なくしてほしい。



　　　 【4】本校へのおもなご意見・ご感想

（佐保田の丘　第4号）

  ◆保護者対象　学校の教育活動についてのアンケート集計結果（回答数３１５）

　２学期末の学校評価アンケートにご協力をいただきましてありがとうございました。ここではすべてのご意見を掲載いたしておりませんが、皆様のお言葉
を真摯に受け止め、職員全体で共有、検討し、今後の学校改善に向けて生かしてまいりたいと思います。
　今後とも、ご理解とご協力の程よろしくお願い申し上げます。

60 34 4 1 2 

あてはまる どちらかと言えば、あてはまる

どちらかと言えば、あてはまらない あてはまらない

無回答

(1)仲間と協力し仲良く楽しい学校生活を送っている。（A+B=94%）

【1】お子様の様子について

56 35 6 1 1 

(4)学校行事に積極的に参加している。（A+B=91%）

36 44 14 5 1 

(5)生徒会活動に意欲的に取り組んでいる。（A+B=80%）

56 25 7 4 8 

(6)部活動に積極的に参加している。（無所属は無回答に含む）（A+B=81%）

41 44 9 3 3 

(1)学校は、生徒に確かな学力を身につけさせるため、教科の学習で、内容や

指導方法を工夫した授業を行っている。（A+B=85%）

【2】本校の教育活動について

49 44 3 2 2 

(2)学校は、教育目標を大切にしながら、日々の授業や学校行事を行っている。

（A+B=93%）

45 39 10 3 2 

(3)学校は、人権尊重の立場に立ち、一人ひとりを大切にした指導を行っている。

（A+B=84%）

48 41 7 2 3 

(4)学校は、生徒の自由な意思を大切にし、自主性を育てている。（A+B=89%）

32 49 13 3 2 

(6)学校の施設や設備は安全で、生徒にとって満足できるものになっている。（A+B=81%）

43 45 7 2 3 

(5)学校は、生徒の学力や行動に対し、適切な評価を行っている。（A+B=88%）

47 41 8 2 2 

(1)学校の教職員は、保護者の願いや相談に、丁寧に対応している。（A+B=88%）

【3】保護者と学校について

50 41 6 1 1 

(2)学校は、保護者が生徒の様子を参観する機会をよく設けている。（A+B=91%）

44 44 9 1 2 

(3)学校は、通信・懇談・参観などで、教育活動の様子を分かりやすく伝えている。

（A+B=88%）

55 38 4 3 1 

(2)学校生活に必要な約束やきまりを守って生活している。（A+B=93%）

37 38 19 5 1 

(3)学習内容を理解し、基礎的な学力を身につけている。（A+B=75%）

【１年生】

・運動部の対外試合に参加する際、更衣場所が

不十分であったり、荷物が多くなるなどのこから

体操服でもいけるようにしてほしい。

・放課後の補習などの機会を増やしてほしい。

・テストの問題量をすくなくしてほしい。

・テスト勉強のしがいがあるテストにしてほしい。

・文化のつどいでの理科のレポート、国語の古事

記の冊子は興味深かった。夏休みの課題であっ

た社会と技術のレポート、美術新聞なども展示し

てほしかった。

・（９月の）授業参観では、教育実習生の授業で

はなく、教員の授業を見せてほしい

・学年通信は月の主な予定などがあるため、でき

ればその月の初旬には配信してほしい。

・学校での生徒指導については、SNSなどによっ

てその情報が生徒たちの間で簡単に情報共有

出来ることも踏まえて、慎重に進めてほしい。

・「附中の小窓」で、学校の様子がよくわかる。

・消極的な生徒であっても、気軽に質問などしに

いける雰囲気を作ってほしい。

・勉強だけでなく、もっと大切なことを教えてほし

い。子供らしさがない学校だと思う。

【２年生】

・部活動に行ったのに、活動していないことが

あったりして困る。

・実技教科からの課題が多いように思う。

・評価について納得できる工夫がなされていない

教科がある。

・京都めぐりのコースが工夫されていて良い。

・長期休暇中に補習授業をしてほしい。

・子供のクラスの文化祭での展示はとても素晴ら

しく、感動した。担任による指導が良かった事に

よると思う。

・メールで学校に連絡できると便利だと思う。

・毎日楽しく学校へ通っている。

・新しく整備された道路もあるので、通学路の見

直しをするべきだ。

【３年生】

・卒業研究を終えた子どもの様子を見て、成長し

たと感じた。各学年での段階的な学びを経て、３

年生でここまで到達したことが解かった。人生の

中でも特に大切な３年間を、この学校で学べて良

かった。

・子供は、校外学習など自分たちで決めて行動

できたことで、本当に楽しかったと言っていた。細

かいルールは決めず、考えさせるという教育は

すばらしいと思う。

・子供は、塾へ通っていることが前提で基礎は省

略して応用から授業が進められていくことに不安

を感じていたようだ。

・細かいステップアップができるカリキュラムで、

毎日が小さい成長で３年目にはいつのまにか大

きな成長ができる良いカリキュラムが組まれてい

ると思う。


